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ってなあに？ 
～男女共同参画についての素朴なギモン～Part2 

 
 

「男女共同参画」、聞き慣れない言葉だし、なんかむずかしそう･･･と思われた方がたくさんい

らっしゃるのではないでしょうか。私には関係ないと思われる方もあるかもしれません。 

平成17年度に実施した市民意識調査においても、半数以上の方が「男女共同参画社会」を「知

らない」と答えており、まだまだ浸透していない状況です。 

そこで、「男女共同参画」について一緒に考えてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性にしか出産できないんだから、子育ても

女性に向いてるんじゃないの？ 

「子どもを産むこと、おっぱいをあげること」は女性にしかできないことですが、「子

どもを育てること」は男女ともにできることです。オムツを替えたり、抱っこしたり、ミ

ルクを作ったり、子育てにはいろいろあります。 

 「母親は育児に専念すべき」という考え方は、子育ての悩みを誰にも相談できず、スト

レスを溜め込む母親を増やしてしまうだけでなく、男性が子育てに関わるチャンスも奪っ

てしまいます。 

子どもは、親だけでなく、周りの多くの人々から愛情を受けて育っていくものです。安

心して子育てができるよう、社会全体で支えていくことが重要です。 

 

男女共同参画は、専業主婦を否定するものではありません。仕事に重点を置く人、家庭に重点を置く人など

がいる中で、専業主婦、専業主夫という選択も含め、男性も女性も家庭や仕事においていろいろな生き方が認

められ、なおかつそれを他から押し付けられるのではなく、自らの意思で選ぶことのできる環境が整えられて

いる社会をめざしています。 

『男女共同参画』ってどういう意味？ 

『男女共同参画』とは、男性と女性が互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分かち合

いつつ、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することです。 

あなたは、無意識のうちに、「男だから、女だから」という理由で、我慢してきたことは

ありませんか？男女共同参画は、生物学的には男女に違いがあることを認めた上で、「男だ

からこうすべき、女だからこうあるべき」といった、性別によって固定的に役割を決めつ

ける意識を社会全体で見直していこうとするものです。 

一人ひとりの存在を認め合い、誰もが「自分らしく」輝ける社会になるとすばらしいと

思いませんか。 

たとえば･･･ 

そもそも･･･ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           
 
 
 
 
 
 

 

 

 姫路市男女共同参画推進センター（愛称“あいめっせ”）は、豊かで活力ある男女共同参画社会

の実現に向けて、女性に関するさまざまな問題解決を図り、男女が対等に社会参加や参画をし、

ともに役割や責任を分かち合って暮らせるまち・姫路を築いていくための施設です。 
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“あいめっせ”から 
最初の一歩を♪♪♪ 

 

 

でもなぁ･･･ 

昔からの伝統文化や慣習・しきたりがあるわけ

だし、「男は男らしく、女は女らしく」でいい

と思うけど･･･。 

 「男らしさ」「女らしさ」は、社会や状況に応じて多様な意味を持ち、一概に定義でき

るものではありません。 

男女共同参画は、個人が何を「男らしさ」、「女らしさ」と考えるかについて関与しよう

とするものではなく、また、ひなまつりや端午の節句などの伝統文化を否定しようとする

ものではありませんが、男女の人権が侵される部分は改善されなければなりません。 

たとえば、「男は仕事、女は家庭」といった固定的な意識は、「男性は一家の大黒柱とし

て家族を支えるもの」「女性は結婚して子どもを産むことがいちばんの幸せ」というよう

に男女の生き方を決めつけ、そうでない生き方をしている人を無意識のうちに傷つけるお

それがあります。 

個性、資質、能力、希望などは、性別にかかわりなく、『人』によって異なるものです。 

一人ひとりの個性を尊重し、多様な選択を認め合う社会の実現をめざして、地域、家庭、

職場などのあらゆる分野において、男女が対等な構成員として、お互いの考えを出し合い、

すべての人にとって、より住みよい社会をつくっていくことが大切です。 

 

男女共同参画について、まだまだ理解で 

きない、また疑問に思った方は、“あいめっ

せ”で一緒に学んでみませんか。 

男女共同参画社会について理解を深めるための講座を開催し

たり、男女共同参画についての図書の貸し出しもしています。 

 


